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l馬 電 青 朦 鸞OR。 口。acJmJ(紙 の

ちから 人々の活動

'′

,頭文字をつなげたせ語で

ある.

研究,“ま 平成13■11月に 「li民 自消作及び

関係団体に対し 新閻綺 の回収 麟 及び再利

用に関する捉言を行い リサイタルをはじめとす

る循環型社会形成に寄与する事業を実施すること

で 公益の増進に努めることJを 目的として設立

された (注).

その契機は 新聞販売業を営んでいた川上理事

長力珈 来理事と二人で 一度読んだだけで拉てら

れる新閻 チランのリサイクルと地興 を組み

合わせたリサイクルlFt進システムをビジネスモデ

ルとして発未 (13J■月ビジネスモデル特

“

1中講)

したことに始まる.

法人設立から約l●は導入を希嘗する泊治体も

なく 研究Irでは新帥 サイクルの現状調査を九

州各地で行っていた。その後 14年 9月に|しえ

"市小合市区でlL域通貨を介在させない新m チラ

シのリサイクル促進システムカ摯 入され 同年ll

月に 立絆町 (現みヤこ町)で  ベパを使ったシ

ステムが導入されることとなった

:鋏 t新 聞 チラ却 サイカ
'促
進シス

テムの F.れは 以下のとおりである

ます 参ル1者側からみると

① 参加希望者が申込 (無ll)と参加希望者を

繊,1する, ―ヽコードが印1い れた紙を受け

取,

② そのパーコードを・J" チラシの東に貼り

冬市場に持ち込み

O 重■を計JJ lkg‐ lポイントとして,ユ

ソフトに登録され ∞ポイントになると30

ベパ紙幣と交換可能となる

O 大換されたベパは 交通機山の乗

“

回数券

0の 肛人に利用可|`

一方 通常者側からみると

O 参加者匈けのパーコードロ1昴|

② "世 場に,ち 込まitた新聞 チラシのll測

と参加者,の ポイント

'理0 回,Xきれた新m チランを占紙I・畦 等ヽ販

売

rl● みやこ町の場合 新聞殉 1助成金として5

円/1kgを 受領

0 5円 ×30セ‐lm円 の中から 一定榎を客鉄

道会,[等へπ託金として前直ししており

ベバ (1枚当たり8呻 模

",い

ヽ用された

分が その中からFtヽされる (国土交迦省

九州退輸渇力財務省や金融庁と調整し 地

li通貨の有効期限を設けること 交知事業

者に預託金を預けることで公丼交迪機関べ

の利用が可能となったものである,

という仕組みとなつている (阿l参照).

ベパカ公共交通機間で利用可i″ なったのは

その原資を研究,I力輔保しているからである。

原資は 鰤 1をから受け取った丼聞 テラシの

古紙業者への販売収入と ■
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